
〈幼稚園部会〉

1研 究主題

「個 に応 じた指導に生かす評価」

一評価項 目の活用一

n研 究の概要

幼児期にふさわ しい教育を実現 してい くためには、幼児の発達する姿を的確にとらえ、一人一人の よ

さや可能性を見いだ し、指導内容や方法を工夫 ・改善 し、個に応 じた指導に生か していくことが大切で

ある。 そのためには、幼児の姿を的確に とらえる評価の視点や方法を明確にする必要がある。

そこで評価の方法 として、昨年度は幼稚園教育要領の各領域に示 された 「内容」 〔ね らいを達成す る

ために指導する事項)か ら評価項 目を作成 し,幼 児の発達を5つ の領域か ら分析的に評価する方法を考

えた。今年度は,評 価項目を生か した評価の時期や具体的な活用の仕方、日案の評価項 目、指導案の作

成例にっいても考え、さらに個 に応 じた指導に生か してい く評価の方法 を研究開発 した。

皿 研究の内容

1幼 稚園における評価の考 え方

幼稚園教育は意図的、計画的に行われ るものであり、

計画、実践、評価 とい う一連の活動が繰 り返 されなが ら

展開 され るものである。

幼稚園における評価は、幼児のための評価であると同

時に幼稚園や教師が進める指導の評価でもあ り、評価す

ることにより、 自分の保育を振 り返 り、自分の指導 とそ

の幼児 の発達 との関係に気付 き指導 を改善 していくこと

が大切 である。

評価の方法 としては、 日頃から幼稚園では、日や週 ・

期のね らい ・内容を視点に評価す る中で、幼児の育ちを

とらえている。{形成的評価)(P.2表 下参照}

それ とともに、幼稚園の教育課程の基準である幼稚園

教育要領の5領 域のね らいを視点 として(指 導要録の指

導の記録 「発達をとらえる視点」)幼 児の発達もとらえて

いる。(総 括的評価)

幼稚園における 日や週 ・期のね らい ・内容は、教育要

領の5領 域に示 されているね らいが総合的に達成 される

よ う、具体的なねらい ・内容 として再度設定 されたもの

である。 このため、総合的に指導 していく上での形成的

評価 とともに、修了までに育つ ことが期待 される心情 ・

意欲 ・態度の育ちについて確認す る必要那ある。そのた

め、5領 城のね らいから総括的な評価 も行 う。

この ことか ら、幼稚園では、指導のねらい ・内容から

評価する とともに、5領 域のね らいか らも評価 し、この

両面か ら幼児の発達す る姿を とらえることを、これまで

にも行ってきたと言える。
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2今 年度の研究について

幼稚園教育要領解説では『発達の各時期にふ さわしい具体的なね らいや内容は,各 領域に示された 「ね

らいJや 「内容」のすべてを視野に入れるとともに、幼児の生活の中で、それ らが どう相互に関連 して

い るかを十分に考慮 して設定 していくよ うにすることが大切である』 とある。
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今年度は、5領 域の評価項目を活用した評価に加え、 日案 の評価項 目を使った評価の方法についても

考え、 さらに幼児の姿を的確にとらえ、個々の指導に生かすための方法を考えていくことにした。

なお、今年度は、幼児の製作活動を中心に実際に評価を考 えた指導案の例を作成 して保育実践を行い

研究 を進めた。また本研究は、幼稚園の教育内容が分か りやす く他校種に理解されるよ う、小学校 ・中

学校 で実施 されている、いわゆる目標に準拠 した評価(絶 対評価)と の関連 も考慮 して行った。

「 ・・魎 一 一 一 一 ・・一 ・・一 一 一 一 ・・一 一 一 一 ・・一 ・一 ・・一 ・…1

1①5領 域の 「内容」を視点 とした評価の活用 〔5領域の評価項 目〕!

1幼 稚園教育要領 に示 されているように、幼稚園のねらいは、幼稚園修了までに、幼稚園における!

!生 活の全体を通 じ、幼児が様々な体験を積み重ねる中で、次第に達成に向か うものである。幼児の!
1育 ちを長期で考えるとき

、指導要録作成の資料として学期ごとなどで見る場合、指導の仕方を改善 し!
1

たい場合などに、評価項 目を使って評価すると、幼児の育っていないところや教師の指導の足 りな
,

い 点が明確 にな り効果 的であ る。{P.3上 段参照〕僻価項且活用事例}

② 日の 「内容」 を視点 と した評価 項 目の作成 と活用 〔日案 の評価項 目〕l
l

日々の保育に対する評価は、ね らいを達成するために指導する事項である日の 「内容」か ら 〔日
1

案 の評価 項 目〕 を作成 して検討 す る方 法を考えた。 「内容 」を分析す ることによ り、育つ 幼児の姿 が
1

明確にな り、一人一人の援助の方向がはっきりとして くる。 日案の評価項目は、予想 され る幼児の l
L._姿 塗 至 整 き餌.杢 炬 益 土 璽 で坐 套.も.但 鍾 塵墾9.._.._._噛_._..___+___.}

幼稚園における評価の考え方 一 「指導と評価の計画」の立案から実践までの流れ一

1
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1週 案 ・日案 障 』
日案の評価項目の活用

↓ 避li」

日案の評価項 目に基づ く

保育と評価

(指導と評価の一体化)

1日 々の保育の実践1
■

＼7 「F一
日案の評願 鷹 価したll 5領 域の評価項目で評価 した

幼児の育ち

(コ 指導の改善)

＼/
lI

(亟 の育ち唾)

一

豪 形成的評価:指 導の過程で幼児に獲得 され つつあるものを とらえ、指導の肯向を修正 ・確詔するために行われる評価 と考 えています。
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5領 域の評価項目の作

～5領 域の 「内容(指 導する事項)」 の分析～

教育要領5領 域の 「内容」を分析 して、幼児の発達を

見 る視 点 「評価項 目」を作成する。

例)領 域 「表現」の 「内容1(7)か いた り、つ くった り

す ることを楽 しみ、遊びに使った り、飾った りする。 に

照 ら し、入園当初の姿 ・4歳 児2学 期 ・修了前のよ うに

各時期 の幼児の具体的な姿を挙げ る。

具体的な各時期の幼児の姿を、項 霞として挙げ られ るよ

う短 く整理す る。(キ ーワー ドの ように)

領城 「表現」の 「内容」(7)の 評価項 目の例

解価項目 具体的な幼児の姿
1

入 ・遊 びに必要 なもの を自分 ・遊 びに必要な剣 を、紙 を丸めた り、

園 な りに つ く ろ う とす る。 ラ ップの芯 をつな げた りしてつ く

… ろ うとす る。

・友 遣 と避びに必要 なもの ・友達 と一 緒につ くった りかいた り

や 場を作って遊 びを進め したもので遊び、必要な ものをつ く

る 。

三

り遊びに取 り入れ よ うとする。

・友達 と共通の目的 をもっ ・友達 と一緒 に遊ぷ 中で、自分 のイメ

響
て、遊びの場や必要なも 一 ジをつ くった りかいた り しな が

修 のをっ くった りかいた り ら表 し、つ くった りかいた りす る中

了 す る。=
■

で 、豊 か なイ メ ー ジ を もつ。

∠

¢

〈

鎗
ー
領

入園当初の姿
4歳 児2学 期

修了前 ≡
のよ うに

時期毎 に幼児の姿を

思い浮かべて…

③

具体的な幼児の姿を、
「内容」に照 らし合わ

せて出していくのね。

具体的 な幼児 の姿 を、短 くし、キー ワ
ー ド的 に言 い換 えて

、評価項 目とす る

のね。

評価項 目作成の時は、時期を想定 して

幼児の具体的な姿を出 したけれど… ・

・… 実 際 に評 価す る

時は、入園から修了ま

での評価項 目か ら、そ
の幼児 の 姿に 近い項

目を探 し、幼児がどこ

まで育ち、今後 どのよ

うな指 導 が必 要か を
考えるのね。

癬

張 幼稚園 の評価 では 、時期別 ・学年別の到 達規準

を示す ことは竃ま しくない と考 えています.

1日案の評価項目の作成1
～ 日案の 「内容(指 導する事項)」 の分析 ～

本 日や本時に、幼児に育てたいものを明確 にするために、日案の 「内容(指 導する事項)」を分析 し、

幼児に身 に付 けたいものや、幼児の育 ちを把握す るための項 目を作成す る。

例)4歳 児9月 初旬 倶 体的には、p6-B参 照}

日
の
ね
ら

い

凋

・自分か ら所持品の始末をす る。
・教師や友達 とかかわって遊ぶ こ

麟 籍 漁 ・ろな場の使噌
約束を思い出す。　

指 ・一学期 に親 しんだ遊具に、自分
導 か らかかわって遊ぶ。
す ・「メロン ミル ク」のゲームに参加
る して 自分な りに楽 しむ,

董齢 鰹 鰹 を歌った備
・トンボ作 りに興 味 を もち、 自分

な りのペー スで 取 り組 む。

指導内容を分析する ことによっ

て、 「内容」に関す る様々な幼児

の姿がみえる。

1日案の評価項副の例

1
=開捗

Oト ンボ作 りに興味をもち参加 し

たか。

0紙 を丸めることができたか。

Oセ ロハ ンテープを切 って付 ける

ことができたか、
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指 導 事 例

1学 期 末の評価 について 一 〔5領 域の評価項目〕 を活用す る

一一5ta児 一学期宋のA児 の姿 を把握 し、二学期の指導 について考 えるために一

5領 域 の評価項 目については、学期 ・期 といった節 目で活用する と効果的である。 また、一人 の幼児

の ことについて全体的に評価 してい きたい とき、指導の仕方について改善策を見いだ したい ときなどに

活用す る と次 の指導 の手立てhSっ かめる。以下に5領 域の評価項 目で評価 したA児 の事例を紹介す る。

A児 の姿

(言葉)休 み中の体験を友達や先

生にうれ しそ うに話す.

行事などの話を興味をも

って聞く、

(人 間 関係〕

グル ープの中心 とな っ

て、遊びを進めていくこ

とが多い。自分の思いが

強くて、違 う思いの友達

とぶつかるときもある。

(健 康)所 持品の管理や片付けにぱ少 し

時間がかかる。紙芝居や絵本で

手洗いの励行についての話 を

聞 くと、弁当前の手洗い時に
「指 と指 の間をよく洗 うんだ

よね一」と言ってすぐに実行す

る。

(環境)飼 育当番で 「雨の日だからって

私たちがあげないと、おなかが

すいてかわいそ う」 といたわ り
の気持ちをもっている.

(表現)・ 絵を描いた り、製作をすること押大好きで様々な材料を使って遊びに必要な物を工夫 し

ながらイメージ豊かに作って遊んでいる。
・トウモロコシの観察画に絵の具を塗っている。A児1ク リ`ム 色ってきれい1わ 一楽 し

いね、ゴシゴシぬってみよう」と友達と仲良く楽しい会話 をしながらやっている,
・空き箱や様々な材料 を使って作ることカ{大好きで、自分が作った物を発表会ごっこなど

に生かして遊んでい る。紙を丸めた棒に色 とりどりの紙テープをつけてステ ッキを作

る。数人の友達と一緒に色違いのものを作 り、ステージや客席を自分たちで設定して、

ごっこ遊びを楽しんでいる。

15領 域 の 評 価 項 目に照 ら して1(紙 面の都合から次回への手がかり1こ必要なところをth粋した)

「健康」 の領 域の評価項 目から 〔●・おお蝕ね達戒されたと考えられ石 ▲・・今後、指導炉必要と考えら軸る)

内 容 評 価 項 目A児 の 姿

㈲ 餌姓括劔私を躰樹る、
輝侃一'醒

・皆で生渚しているということを鯨 し
,箆れに沿って行動す石。 ▲身の回りの整理や遅んだ後の片付け詳進んでできない,

ご碑Mの ㈱ 脇)艶,一 .{疋い・^》へ儒 蜘 鰯 二榔 鰯 砕(君)w覗 一:

「人 間関係 」の領域の評価項 目か ら

内 容 評 価 項 目A児 の 姿

〔5}自分の思ったことを相手に伝え、椿手の
・友達と一緒に生活する中で

、相手に思いが伝わる、 ●遊びを進ある時、「私腫～をや吻たいけど、OOち孕んは～詳した

思って喝 ことに鮒 く、
・友達に思いさうまく伝わったことで

,遵ぴがより楽しくなる。 い物 と棲手に聞いている。

▲相手の気持ちを聞こうと甦するが、まだ素直に受けλれられず自

分の君いを亜してしまい、トラブルになってしまう,
脚 碍 鰍^・ 脚 晶^'♂ 鱗 多尋=縄5ご『=`ジ酬 停 ÷{}'飾 鰯 ゴ西 、ノ・.嚇wL弼 ご二=,-M>ご'》4澤 手㌃

「環境」の領域の評価項 目か ら

内 容 評 価 項 目 A児 の 姿
(5〕身近な動植鉤に親しみをもって接し、生 ・身近な動植萄に親し毒をもって接し、違んで世話をす6、 ●自分から進んで鯛育物にかかわoている、

命の尊さ匡気付き、いたわったり、大切 ・生き鞄の気持ちになって考えられるようになる。 ■生き辮オ解訴ないとかわいそうなど自分のことに置き換えて考え

にしたりする,ら れ看,

り 仔 チ診傷 男5タ 玄ク彊%ゴ 灘 診タ鉾躍%.蜘 圃チ仔 ゴ丹 拶 云弼 ・f碍話タ仔 移 タタチ1好鋼 ゴ錫%綴 ぜ∫仔'鐸 〃 ∬ 澤 雪%5%蝉1碍 轟溺

「言葉」 の領域の評価項 目か ら

内 容
{1)先生や友違の言葉や話に興味や慶心をも

ち、親し毒をもって閾いたり、話したり

する,

評 価 項 目 A児 の 姿
1先生や亥達に毅し冷をもって自分の思いを話すc
・先生や友蓬に話を聞いてもらった嬉しさを落しる

,

糊 ～ 榊ハー

●誰に封しても景し君をもって話をする。
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「表現」の領域の評価項 目か ら

内 容 評 価 項 目 A児 の 姿

{5〕いろいろな素材に観しみ,工夫して遊ぶ。
・嘩々 な素材に規しむ中で

,それぞhの用途に気けく。 1クレヨン1桧の具・湖生ペンなどの特微に気付き、用途に合bせ

〔7〕かいたり、っくったりすることを套しみ、
・自野のイメージや思いを身近な栃を腔ってかいたり、つくったりしτ駐『 た勘 をして喝,

翻 こ使ったり、飾ったり拓. に馳入摘, 1最近は卸かい部分を播きたくて,鉛筆や邑錆筆を〔萸っている,

・左達と甦びに必裏な物や膿を作うて葭びを進め石
, O材料を自分のイメーチに肴わせて製作し、それを遊研に積極的に

取り油 、喜んで避んでいる。
7・ 二2引一=ご赴=ヒ ・㌃."幽》 弓モ ミげーこミr≒'モ 、モ ≒ ヤ こ モ くごく

_べ'く 、`昌=='ト 寸.ミ}ミ7曳 一モ ㌻ モ㌔}'こ一べr{・}『 ミrミー気`自 、 ≒ モτ、.」 一、'}究 、髄'y≒ 、 一`き,'=唱 無=≒ 一、西㌔尭 、 ≒ 咲一=L.}'聡}二 せ ご'=こ ≒一.、た ≒ モ=㌃rト 丸 モし・、こ一.=ご『

1評価項 目を活用 して評価 し、A児 の育ちについて読み取れたこと1

・ 身の回 りのことや後片づけは、進んでや るこ とができず友達に言われてやっているこ とが多い。

<<健康 一 「内容」(5)(7)>>

・ 遊 びを リー ドしていく中で、 自分の気持 ちを伝えることはできるよ うになった。相手の思いを受 け

入れ よ うとす る気持ちはあるが、まだ、自分 の思いを通 したいとい う気持ちが強い。

《人間関係 一 「内容」(5)》

・ 身近な動植物に親 しみをもって接 している。生き物への湿かな感情 が芽生えてい る。 自然への不思

議 さや美 しさに興喋をもち感動 した気持ちを伝えることによ り、満足 している。相手の話をよく聞

こうとしている。《環境一 「内容」(5)・ 言葉 一 「内容」(1)》

・ 様 々な材料を使って、イメージ豊かに製作す る。それ を遊びに取 り入れて楽 しんでいる。

・ 様々な素材に触れる中で、その扱い方や特性などを理解 して使いこな している。

<<表現一 「内容」(5)(7)〉)

次の指導に向けた分析 ・考察

A児 は、教師に対して何でも言

自分の身の回りのできごとに、

いつも関心をもち、疑問や感じた

ことを様々な形で表現する.イ メ
ージ豊かに表現するので、A児 の

よい ところを他 の幼児たちにも

伝えていきたい.

友達 の動 きをよく見ていて共

慰 したことを積極的 に自分の中

に取り入れようとしているので、

教師は友達 とのかかわりがより

広ポっていくようにしていこう。

えるような信頼関係が育 ってい

るのでその関係を大切に しなが

ら、相手の思いにもう少 し気付 く

ことがで きるようになってほ し

い。

製作活動に対 して興味をもっ

て遊ぶ ことが多いので、A児 の要

求に対応できるように材料 な ど

を準備 し、イメージがす ぐに実現

できるような環境を整えてお こ

つ。

よ さや可能 性 を伸 ばす た めの援助 につ い て 一一A児 の得意 とす る製作 活動か ら指導 内容 を考 え る 一

・A児 が手 ごたえ を感 じる こ とが で きる製 作 を提示 し
、興味 を もって挑 戦 で きる よ うに援助す る とと

もに 、技能 面 も高 め,満 足感 や達 成感 が味 わ える よ うに してい く。

・ 材 料 や用 具 を用途 に応 じて 自分 で選べ る よ うに してお く
。

・ 製 作 活 動 を通 して
、友 達 の刺激 を受 け、 よ り工夫 す る こ とがで きる よ うに 、友達 の 作 品 に気 付 かせ

た り、教 材の 準備 を した りしてお く。

具 体 的 な指 導 の計画 …製作 的な活 動 の場 面か ら

活 動例

姻人〕臨 動 ・動きのあ6表現ぷできるようになるために{話 動圓騒会の絶・・横向きの人絢、いも堀りの絵・楠や匡の髄表現 など
・細かい部分を観察しながら措くことができるようになるために 儲㈱ 楓察画L・・ヒマワリ・コスモス、・ブドウ・ザリ∬二・目転車 など
・自分なりのイメージに賦 しをもって接に表現す看ために{話 捌 アルバムの表摂の絵 など

製作的活癖輌 一紙願 ・スチレン願 自輪 を佳って一iホの実の棄腓 り、ドングリこま,ブーツ・り一ス作〕 指n雅・擬り人形・無鮎土・輻み勧・木工1は勿ぽてノ、形
1友達と一緒に共通の鵡 を進めていくために(an会に向1†てのeCf'`・学縁の壁面f9

、立体⑳昆虫){作品展の#同襲W…パノラマ昨り・お店ごっ:}など

一5一



2本 日の評価 ～一日の保育を振 り返 り、翌日の指導を者えるために～

(1)日 のね らい ・内容か ら評価する手順 〔日案の解価項目〕

短期 の評価 を行 うためには、指導内容を細かい事項か ら的確にとらえてお くことが必要である。そ こで、

私 たちは以下のように指導事項を分析 した。 これを 旧 案の評価項目〕と表記す る。

O本 日の ね らい① ②③ を立て る(下 記 指導案の例 体 日のねらい」・「内9」参照}

Oね らいを達成するための 「内容」を出す…どのね らいにかかわるか(① ②③)で 示す。

↓ (p7「 トンボ作 りの展開」参照)

主な活動(ト ンボ作 り)の 指導内容と予想され る幼児の姿を細かく出す。

〈幼児の姿A>1ト ンボ作りに興味をもつ1と いう指導内容に対して、自分か ら興味をもって参加する幼児や友

だちが作った トンボを見て参加する幼児もいるが、今 日は参加 しない幼児もいるだろ う。

<幼児の姿B>自 分で トンボを作る とい う指導内容に対 して、紙を筒状に丸められる幼児もいるだろうが、

円錐状になったり,丸 められなかったりして援助を求めてくる幼児もいるだろう。

内容を、心情 ・意欲 ・態度(知 識 ・技能〕の観 点か ら分析 し、〔日案 の評価項 目)を 作成する。

(評価項 目A>心 情 ・意欲の観点か ら

1トンボ作りに興味をもち参加 したカ]と いう 〔日案の評価項 目〕を出すe

自分から参加する ・教師や友だちの刺激を受けて参加する ・今 日は参加 しないなどの具体的な幼

児の姿を把握する。

〈評価項 目B>態 度の視点から

}紙を丸めることボで きたカ]と い う{日 案の評価項 目〕 を出す。

筒状に丸める ・円錐状に丸める ・丸められない などの具体的な幼児の姿を把握する。

翌日の保育に向けて、一人一人に対する次の手だてを考える,
・興味をもたなかった幼児への声かけや環境の工夫について

・意欲はあるが、紙を丸めた リセ ロハンテープを切ったりすることができなかった幼児への援助について

・トンボを使って友達と遊べる環境の工夫

【指導案の例】

2・3年 保育4歳 児 かわの組 指導案

平成15年9月8日(月)

担任名OOOO

男児17名 、女児14名 、計31名

【先週の幼児の姿】
・ほ とん どの幼児が二学期の始まることを喜び、安心 して…

〈!聯 隅}》A'岬 》タナ5ジ'タ 《=,:・・

【本 日のね らい】

① 園での生活のリズムを取 り戻 し

なが ら、安心 して過ごす。

② 自分の好きな遊びを見つけ、自

分の思いを出 しな溝ら遊ぶ。

③ 学級のみんなで過 ごすことを楽

しむ。

【内容】
・(週明けなので)ス ムーズに所持品の始末をする

。①
・教師や友達 とかかわって遊ぷ ことを楽 しむ

。①②③
・園でのいろいろな場の使い方や約束を思い出す。①②
・一学期に親 しんだ遊具に、自分か らかかわって遊ぶ。②
・rメロンミルク」のゲームに参加 して自分な りに楽 しむ。①③

・みんなで夏の歌を歌った り絵本見た りする。①③
・トンボ作 りに興味をもち、自分な りのベースで取 り組む。①②

一6一



ー

司

1

【本日の贋剛

時刻

臼=后 【}

lo=ae

10=60

ll:30

12=50

13;4む

活動の流れ

o昼 園

。 所持品の舶末

O好 きな遊 びを† る.

(戸外〉

砂場 ・シヤボ ン玉

固定避 具

ごっこ遊び な ど

催 内}

積本,

ごっこ遊び

お うち ごっこ

ヒーロー ごっ こ

音藁 をかけ 石
,

踊 石、楽盟塑び

絵 を楢 く

空笥 製作

◎ トンボを作 る.

など

O片 付ける。

Oメ ロンミ'レタをす る.

o弁 当 を食べ る。

・ 用 便,手 涜 い、うがい

・ 食 事

・ 使片づ け

O好 きな遊びをする.

O片 付 ける.

o集 ま る,

・ 手遊 び.歌,絵 本

・ 降園 の支度

o降 圓

…予想される活動
⊆=⊃ ・・o相 のね らい ・内容 寧教師の援助、留意点

租木で桑り物や墓地を作る

O中 型積木 で.基 地や策 り物な どの いろいろ

な形を作 るこ とを楽 しむ.

・ 基地や 乗 り物 な どの 備 を自分 な りに作

る。

・ 友遣 と一緒に過 ごす ことを楽 しむ.

*出 来た物や 場を諺め,友 遠 と楽 しく過 ご し

ている二 とに共感 して いく.

*安 全 面に配 慮 し菖 ち着 いて過 ごせ る よ う

なスベースにな るよ う掲 を彊理Lて い く.

トンボを作る

別紙

に て

掌楓全体でメロンミルクをする

Oみ んなでナ る活動 を楽 しむ.

・ 遊び方が分 か り楽 しく遊ぶ.

・ 様子が分 かるまでは見ているな ど、 自

分な りに参加す 石。

掌蛍心 して参加 できるよ う、は じめは遊び

方や ルール 跡思 い出せ 香よ うに ゆっ く

りと したペー スで始める。

*個4の 参加 の仕 方を狙めてい く.

砂鳩で遊ぶ

〆

机竃

、 鮒 曾コ
、
㍉

【トンボ作 リの醒關】P.6つ 照

藻

嵐
図
V

..".一 一

/
'絵 車コ

.、
.._一

回

回
Oの びのぴ とした闘敏感を味 わって遊.e:.

・ 園 服の裾を しま うな どの身支度、水 は青い コンテナ

か らくむな ど、 砂槽で遊 ぶ ときの約 束事を思い 出 し

て行 う.

・ 穴を掘る.溝 を掘る、水 を流す、樋や 乗 り物の駐 具

を走らせるな ど自分な 駐にのび のび と楽 しむ.

*の びのぴ と楽 しむ 聾やっ くった場 を認めてい く.

象砂場 で遊 ぶ と者 の約束事 を思 い出せ る よ うに声 をか

ける。

いO

圃噛

」

水

経

●

*

ぬ らいOト ン摺作 りに興味 をもち,自 分か らや ってみよ うと†6●

Oト ンボが できた ことを喜 び 、飾った りモれ を使 って近んだ りす る.

。トン躍{作り`こ財 …を

もつ。

予想 され る

幼 児の姿

・自分か ら参加 †6 .

・教 師や 友達 の剰激

を 受 け て 参 加 す

る。

・今 日は参加 しない.

・自分 で トンボを 作

る.

・自分 の トンボが出裏

た ことを喜ぷ.

・前遍 に,ト ンボの出 て くる絵本 を読んだ

り、教師の作eた トンボを見せ た りして、

奥味 を もて るよ うに してい く.

・取 り組 み」の 姿がよ く見 えるよ うに、

予想 され呑幼児の盛から

評価項且を考える

・自分か ら取 り組んでい る功児 には 、

や 取 り組ん でい る姿を認め てい く.

・見てい るだ けの幼児に は、見てい るこ と

での参加 を隠め てい く.

・自分のカで 作うて いる姿や作品 を認めた

り、励 ま した0し て いく。

・丁わか らない 戸 できない」 と言 う幼児に

は、佃 々に教えた りF大 丈央 、あなた に

も出来6よ1と 励 ま した りす6。

・工夫 してい る点 を認めた り、他 の幼児 に

見せ た りして い く.

・いろ いろな作品 がある ことを認 めた り、

共感 した り してい く。

・モの 子な りに富 ぴを農 して い る姿 をとら

え,敵 師 も共感 して い く.

・出来 た作品を搏 って飛 ばす よ うな形 で遊

ぶ 姿を認 あ てい く・

・榛 り近 し遊ぷ こ とが出来 るよ うな飾 り方

を工 央ナ る。

・保青 室内 の壁面 は、幼児の 届かな い高 さ

なの で、 自分 で飾 りたい幼 児のた めに廊

下の 理 面に も場所 を作 る,

【意欲 ・歯度】

■自分から参加することができる.

○教師や友達の刺激を受けて奮加す る

ことができるo

O今 日は参加 しない.

睡 を丸め るこ=とが で毒た か1【態 度】

◆何状 に丸 めろ ことがで きる.

◇ 円備状に 丸め るこ とが で虐 石.

◆丸 め られ ない自

ロハ ンテー プを切 って 付け ることh

爵分の トンボが出来たことを喜んでし

圖 【心情 ・魍度】

○手に 持 弔て楽 しむ,

■友遣 と一鵜 に藁 しむ,

◆壁面 に飾 って楽 しむ"



(2)本 時 「製作 トンボ作 りの 場面 」 にお け るB児 の評 価

3ペ ー ジの図 を参考 に 、日案の 評 価項 目を活 用 しB児 の姿 を と らえ、分析 ・考案 した。

日案 の評価項目を活用 した評価ア.

曲
が

る
ス

ト
ロ

ー

を
ト
ン

ボ
の

胴
体
に
テ

ー
プ

でしつかり付け持つ所を作る。それを教師に見せに行く。教師が作っておいたトンボの家にストローの付いたトンボを差し込み飾って楽しむ。

怒 勲

か

艦

ン

んト喜oを分と
ー

」

直

拓酌齢顧鹸肋抽勤甜凌虻鷲赫障

7

躰厩起鷲甜D頒自

H

＼
1

遊
ん
で
い

る

時
も
ト
ン
ボ

を
持
っ

て
離
さ
な
い
。

か祉撫ユ脇叡髄斬伽

二

匹
の
ト
ン

ボ
を
持
ち
「
仲
良
し
」

と
嬉
し

そ
う
に教師に見せに行く。教師に誉められ喜ぶ.

偏鞘D禦自

病
院
ご
っ

こ

に
他
の

幼
児
が

入
ろ
う
と
す
る
と
「
だめ」と言って手を引張って迫い出す。その後製作を続け二つ目を作る。

謁娃駄ゲ噌師紡勲職荊瞬

教
師
に

「
羽
が
あ
る
と

も
っ

と
よ

く
飛
ぶ
よ
」

と言われ、赤の羽の上にピンクの羽を付ける
。

肋超碍禰無

肋嚇韻勧痔ト

FED容

教
師
溺

用
意

し
た
目
玉

用
シ

ー
ル
に

は
気

付
か

ず自分なりに目を描き、教師に見せに行く、

▼

恥猫艦螺聯ト

C

/
A

紙
を
円

錐
状

に
丸
め
セ
ロ
ハ

ン

テ
ー

プ
で

貼
リ
トンボの体を作る。

ね
ら
い

指
導
事
項本時の内

友
達
3

人
と

病
院
ご
っ

こ
を
し
て
い

た
が、

教
師
が出したトンボ作りに気付き自分から進んで取り組む.

日
案
の
評

ト
ン

ボ

作
り

を

中
心

と
し

た
B

児
の

姿

(む情 ・蝦度)

■手に博っτ夷しむ[c〕

■左達と一藷に楽しむ{F】

■壁百に飾って楽しむ{珊

など

{甑)

,且 要な長さに切っτ付ti6こ とPtできる(H)

O切 って悼け1こ と揮できる[BD)

O切 ることiできない など

{㈱

o鰍 に真め石

o円鑑まに丸める 〔8)

◆丸められない など

1鰍 ・轍 〕

■自分から善加す石こと革出東たtl'{ACEl

■量踊や左琶の刺激を受けて参加†昏

こと雌出来たか

o舟filiS加 しない など

<分 析 ・考 察か らの 次の指 導 へ>

OB児 は トンボ作 りに興 味を もち、意欲 的 に取 ウ組 む 姿が見 られ る。 紙 を丸 める、セ ロハ ンテ
ー プの 使 い方 な ど技術面 も習得 して い る

。自分で考 えて トンボ の 目玉 を作 る、二匹 目を作 る 、

ス トロー と組 み 合 わせ て作 るな ど、考 えた り工夫 した りしなが ら自分 の力 で作 って い る。 ま

た トンボ を離 さな いで持 つ 、教 師 に嬉 しそ うに見せ る、飾 って楽 しむ な ど自分 の作 った トン

ボで 喜 んで 遊び 、大 切 に扱 ってい る。 これ か らも作 って遊 ぶ楽 しさを味 わえ るよ うな教材 や

場 の提 示 を して い きた い。

O以 上 の姿 か らB児 の評価 を して み る と心 情 、意欲 、態度 、技能 と もに本時 のね らい をおお む

ね達 成 で き た と考 え られ る。
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イ.5領 域 の 評価項 目を活用 した評価

馨灘 難鰹難lll雛難 公
B児 の育ちと今後の指導の手立てを探 ることにした.〈 で ム

「人 間 関係 」 の領城 の評 価項 目で見 る

「B児 にどんな

援助をしたらい

いのかしら?」

内容 評価 項 目 B児 の 姿

(2)自 分 で 考 え 、 自 分 で 行 動 す

る。

・思 っ た こ と、 考 え た こ とを

自分 な りに や って み る。

■致師が用童したシールを使bず、自分なりに目

を撚 トン粧 偏 。

(5)自 分 の 思 っ た こ と を相 手 に

伝 え、相 手 の思 ってい る こ と

1に 気 付 く。

・周 囲 の友達 に親 しみ を感 じ

自分 の思 いを伝 えな が ら、

相 手 の気持 ち を感 じとる。

▲他の幼見ル泊 分たちの遊荘に入ろうとすると、

はっきり断り、手を引っ張り追い出す,自分の

思いボ強く相手の気持ちに気付かない,

「言葉 」の 領域 の評価 項 目で見 る

内容 評価項 目 B児 の 姿

(1)先 生 や 友 遷 の 言 葉 や 話 に興

味 や 関 心 をも ち、親 しみ を も

っ て聞 いた り話 した りす る。

・相 手 に親 しみ を も って話 し

た り友 建 の話 しに耳 を傾 け

た りす る。

ム軟師や気の合う特定の友達には濯しみをもち接

することができるぷ、他の幼見に対して拡自分

を強く肌 受1杁埴 い,

「表 現 」 の領域 の評価 項 目で見 る

内容 評価項目 B児 の 姿

(7)か い た り、っ く った りす る こ ・自分 な りの 表 現 を楽 しみ 、 1自 分で考えて目を悸ったり,謂を付けたり、

と を楽 しみ 、遊 び に使 っ た り 、 か い た り作 っ た り、遊 び に 2匹作ったりする、作ったトンボと一緒に行

飾 っ た りす る。 使 っ た り して 、様 々 な 楽 し 凱 たりぷ って楽しんだ吋 る、

み 方 をす る。

(5)い ろ いろな素材 に親 しみ 、工 ・様 々 な素材 を使 うこ とを楽
■セロテープを上手に使ったり、ストローを緯

夫 して 遊ぶ。 し む 。 み帥 せ前 してけ 穐 儲 、

<分 析 ・考察 か ら次へ の指導へ>

O「 表現 」 の項 目にお いては 、様 々な素材 を使 い 、 自分 な りに楽 しん だ り、工夫 した りす る な

ど、B児 の よ さを見 つ ける こ とがで きる。 しか し 「人 間 関係」 「言葉 」にお い ては 、友 達 の

気 持 ち に気付 かない 、特定 の友 達以外 は素直 に受 け入れ られ ず 、思 い を強い 口調 で伝 え て

い るな どの姿 が見 られ 、友 達 とのか かわ りでの指 導 が今 後 必要 で あ ることが分 か った 、
O技 能 や アイ デ アで遊 び を リー ドして い くB児 の よ さを伸 ば しな が ら、友達 へ の伝 え方 に も

気 付 い てい ける よ う援助 してい きた い。

日案 の評価 では分 か らな か

った こ とhS5領 域で評 価 し

てみる と見 えて きたわ。

B児 の課 題が分 か り援

助の方 向性那は っ き り

してきたわ1

○
「日案 」 と 「5領 域」

の両側 面か ら見て い く

こ とが必要 なの ね.
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私た ちは、日々の保育の後 、また週や学期、指導計画で示 した各期の終わ りに、それぞれ のねらい

に照 らした評価 を行っている。 日や週、各期 ごとに立てたね らいが学級の どの程度の幼児で達成 され

たか とい う評価をす ることで、学級 としての育ちや課題が見えてくる。
一方 、これ らの指導計画に示 され るね らい(日/週/期 などのね らい)を 一人一人が達成 したか ど

うかについて評価 しようとしたときには、ね らいの中に含まれる活動に関する点では評価で きて も、

その幼児の育ちを全体的に評価 しきれない部分、見えてこない部分がある。

そ こで、昨年度の研究成果を踏え、 これまでにも行 って きた 『指導計画のね らいに暉らして行 う評

価』 と本研究で開発 した 『5領 域の 「内容」か ら導き出 した評価項 目を活用 した艀価』の二面で評価

す る方法について研究を深めてきた。その中で得た効果的な評価の時期や仕方、そこでの成果、今後

の活用 について以下 にまとめる。

1〔5領 域 の評価項 目〕の活用の時期について

学級の全員について 日や週 の単位で、〔5領 域の評価項 目〕 を活用 した評価を行 うことは限 られ

た時間の中で行 うには難 しいが、気になる姿が幼児の中に見 られ、次の手だてを見いだ したいとき

や、研究保育の協議会な どで活用す ると、その幼児に必要な指導内容が明確になる。 また、各学期

の終わ りなどに、領域別の分析的視点 ・教育要領に基づ く総括的な視点をもって一人一人の幼児の

青 ちをとらえることは、個 に応 じた指導を行 う上で欠かす ことができない。

2評 価の結 果について

B児 の事例 を検討 した結果 、〔日案の評価項 目〕 と 〔5領 域の評価項 目〕での評価 の結果からは
一人の幼児の異なった側面が見えて くることが分かった。

幼児の遊びを通 した総合的な指導 の計画か ら導きだ された 〔日案の評価項 目〕を活用する と、教

師の選択 したその 日の活動や設定 した環境か ら、幼児浴何を学び身に付けることができたかにっい

て把握す ることができる。

また 〔日案の評価項 目]で は、ほぼね らいが達成 され てい ると思われ る幼児にっいて も 〔5領

域の評価項目〕 を活用 した評価を行 うことによって、現在の課題だ けではなく、その幼児のよさや

可能性ボ クローズアップ されて くる。そ して、その優れた点をより伸 ばす ことのできる今後の指導

の手だて も得 ることがで きた。

3幼 稚園の評価の特徴 と留意点について

O単 に到達す る姿だけを見るためではな く、よさや可能性を引き出すための評価 であること

〔5領 域の評価項 目〕を活用 した評価を行 う際には、ひ とつひ とつの評価項 目が、達成できてい

るか、達成できていないかだけを見るのではな く、それぞれの領域で示 され た入園か ら修了まで

の発達の道筋の どこまで育ってきているか、モの幼児な りの育ちを把握 し、今後 どのよ うな指導

が必要かを教師 自身が見いだす ことが大切である。

O評 価の結果明 らかになった課題 を把握 し、総合的に指導す ること

5領 城の評価項 目で領域別に評価 した結果は、領城が総合的に指導 され るよう指導計画の 日/週

/期 な どのね らいに生か してい く。

4〔5領 城 の評価 項 目〕の今後の活用 について

幼稚園設置基準が改正 され、教育活動 につ いて点検評価項 目を具体的に設定 して、客観的に点検

評価 を行 うことや、その結果 を積極的に公表す ることが望まれている。そこで も、この評価項 目は

幼稚園教育要領に準拠 した ものであるので活用できると考える。

また、これまで幼稚園教育を、分か りやす く説明す るのは難 しい とい う声があることに対 して、

〔5領 域の評価項目〕は小 ・中学校 のゆわゆる 目標に準拠 した評価(絶 対評価)と の関連 を考慮 し

て作成 してあるので、他校種や保護者 に理解 しやすい形で幼稚園教育の内容や成果 を伝えてい くこ

とができると考える。

本研究で開発 した 〔5領 域の評価項 目〕の作成の仕方を参考に、各幼稚園独 自の評価項 目を作成

す ることが、今後、幼児一人一人のよさや可能性 を引き出す指導につながっていくと考える。
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